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◇“奉仕の理想”

◇出席報告

会員48名出1,'iF 32*

ill勝率65.96%

◇前回 9月6｢I (修正出席率) 100%

makeup

深見論(9/6港), !li川溝(9/7和合),浜'二l ll.(9

／9港)，橋木荊（9/8東南)，林君(9/9港)，河

合荊(9/9港)，小池〃(9/10守山)，懇撫ｲﾄ(9／
10守山)，水野(出)洲(9/12空港)，成l llﾂｲ↑(9/

8東南)，新芙,ｲﾄ(9/9港)，人口君(9/1瑞穂)，
大谷君(9/8｣KIW), 樅野君(9/7和合),鈴木

（猛)君(9/2港)，鵜伽沿(9/8東南）

◇ビジター紹介7名

◇誕生日祝福

久保lil"(9/15),樅野夫人(9/16)

◇ニコボックス

小池君(*I I 'li話させて頂きます), , II川ルl.

（本H3分間スピーチさせて頂きます)、久保

lll君(誕生祝), ↑剛WI.(夫人誕生祝）

◇古川君3分間スピーチ

今年の夏， 21↑ヘラルド映画配給の「I櫛概物

雪割がおかげさまで人ヒットil!です。多くの』】rl一

人々の涙を;秀う感銘深いﾉ<の物語りであり、

氷脱の雄大な蝋色という奥向きの映lliliでもあ

ってか, 131 1 I冊lで1億の!氾録を達成し， まだ
まだ伸びている峡lllliです． しかしながらこの

llj&illiiは委託を受け配給したものなので，典を

お話しすると， 》'制:の利益ほどくわずかとい

う厳しい一面も打ち明けておきます。

◇三輪幹事報告

1. 19844I州ロータリーカレンダー(500

1 '｣), ロータリーダイアリー(1,000I I｣)を

御希蝿の方は11務ﾙ,)までお申し出~|､．さい。

2． 第266地区人阪大手前ロータリークラブ

の認証状伝達式のご案内が来ておりますの

で、 参加希蝿の方ぱ‘蝉務局までおIIIし111f

さい。

3． 次Iirl{ﾀl1公終了後， クラブアセンブリーを

行います。理蛎役戯，各委li腱の方々は2

F樅の|川にお柴り．ドさい。 （クラブ計両苫
を必ず排参ドさい。 ）

◇親睦活動委員会報告（大口,撒）

／r年度の年末クリスマス家族公は、 12月14

H(水), /｢後6時よりナゴヤキャッスル（営

狸の間）にて行なわれる予定です。昨ｲﾄは東

RCとの合同でしたが，今ｲﾄはili独で開催さ

れますので会出は多少お商くなりますが皆様

の参加をお排ちしますcなお本| |お配りした

出欠予定表を'I端崎まで御捉iliドさい。
◇竹内会長挨拶

先夜のNHK.TV.をみてましたら、武原

はん、の独演会をやっていました。私芸撫は

一切駄'三|で又観賞眼など全くありませんし欲

郷伎なども畑災i心，たまにおつき合いで劇場

に出かける狸皮であります。御随になった方

もあったでし<kうが、ばん女、の郷うr塑占

には私，参りました。何に参ったのか自身解
らぬのですが，そればJ踊り~ではありませ

んでした。幽幻というかまるで、ばん女、が
雪の緋にでもなって舞っているようでした。

；･婆の力』という言葉がありますがiliにこの

芸の力に私は打たれたのでした。
じかた

地方の一・' |'節，蔵江節が又々卿にマッチし

て楽ll,'iらしいものでした。 ｜司い年(Iﾘj治36ｲ「
生）の私のIﾘ:親なども感無並のIIIi持ちで観賞

しておりました。

徳I;&のブリキ職人の子が京都で芸j'･となり

I11村流をiIWI#,,後に地唄舞の家沁としてﾉ<成

するまでのY;酸と苫労は今はやりの、おし

ん、そのものであったとの!Ifです。 』膿い活躍

の場が京那であったため，谷lll6ilM一郎とか平

櫛II:1 [ |】とか， その他批評の字ﾘ):lii犬他の眼識

兇識共一・旅の人｜星に育成されて今I Iに索った

‐
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と述懐してA』;られました。是非はん女の舞う

『当』を御覧~ﾄさい。動きを極端に殺し，否

動かずともはん女がそこに傘さして立ってい
るだけで絵であり，又その静止の' '1にすべて

の動作が内蔵されていて「静にして動」とい

った恰も沢庵のデ不動智』の世界を郷を通し

てみる様な業HIfらしいものでした。
芸に行き詰まると専ら般若心経にA1}依し又

木曽御岳に奈|||されるそうです。TVの!|!で

御岳ｲj者が11例える、人根清浄おl l l繁栄、を繰

返し唱えられましたが全く無邪気でll,'i朗なも

ので,HIIt物的なTVのショウではちぐはぐ

な感じさえ致しました。吉田凌助の人形とば
ん女との遊行も亦業|崎らしく，地Il1郷、はん

女、の舞の根底にあるもの，それは人間の

『業』に対する術悔と畏れではないか。それ
が私をかくも感動させるのではないかと感じ

「能の~|||:界に近い舞」さりとて「能ではない

舞」を表出するはん女の批界を讃I災するばか

りです。彼女の長命を願って終りとします。
◇講演

“住宅あれこれ”

会員 小池宗？＃

すがLI本人の根強い持家指lil｣と住まいに対す

るニーズの多様化から単なる耐用年数でil;l1切

ることも｣I型1とはいえません。更に53ｲﾄ度住
宅統計による建築年代別ノ｢数によれば35ｲ|乳以

前に建築された住宅は1,050万戸，その後の

10年間で1,020万戸となっており，住宅経イド

度合によっても左右されることになります。

ことほどさように今後必要とされる供給戸数

の推計は難しいものですがここ2～3年は

1,100～1,200万戸程庇と考えられます。

以上は住宅全休の動li1をみたものですがこ

れを形態別（持家，伐家．分譲，社も）に分

析しますと次のようになります。

各年度毎に凹凸はありますが年間供給11tの

シエアーのトレンドをみてみますと持家と分

識は増嵩をしており，衝家と#|宅は逓減を辿

っておりますb5741世では持家50%,分誠20

諺，貸家と社宅で30%となっております。 ｜人｜
みに47年当時両替で50彩近いシエアーであっ

た伐家と社宅が近IIf30宅にダウンしたことも

わが岡の持家指向の根強さを物語っていると

いえましょう。
分譲住宅は51～55イドのピーク時（ｲFI1130万

ノド,瞳）以降建允住tiの減少とマンションのｲIミ

III(!淵蜷から供給縮少を辿ってきましたが，雌

允住'台のまき返しとマンション在庫調繋の進

腱から59年以降順|似ﾉI§淵に移るものと期待さ

れます。
住‘も供給好転の材・料は，住宅需要者人I Iの

動態にもみることができましょう。住宅1IIW1
迩令期は35～44才といえ， この時期に急速に

僻家比率が高まっています。所謂IJ1塊のll!}代
といわれる22～26ｲ|噸の出生者（年間220～2

70万人の出生数）が60年前後から適令期に入

ってくることになり． I上宅滿要の自然増につ

ながるわけです。ただこの限りでは滞在擶要

にfWまるわけでこの1A;要を如何に顕在化させ

るかは住宅諸政策はもとより供給者サイドの

絶えざる創,選工夫が必嬰不可欠とされましょ

う。

◇例会変更のお知らせ

9jl26H (月）名11I-嵯窄港RC

皮間例会の為，午後6111fより

' | 1 1 1パレスにて。

◇次回例会（9月20II)

‘3W波 “絵馬”

（）}勢絵,賜師 安田識人氏

（細介者菅原/{･）

◇次々回例会（9月27II)

！;俳斌 “生保セールスマンの実態”

&ji 手島茂明 /l.

幻聴

衣，食，住は人間生活の二人要糸といわれ

ておりますが，その1 |｣の“住”について現在

どのような'l'.賜勤Ifilとなっているのかふれて

みたいと思います。

わが国の住七供給はここ3年くらい岩~Fの

減少傾向を辿っていますがほぼ110万戸の数

'i配を示しています。 10年前の47～48ｲ「頃の

180～190万戸のlllf代と比較しますとその減少

は大変大きなものといえます。これはその時
々の国家政策，経済環境，住宅擶要人uの動

向等が多大な彩禅を与えることに他なりませ

ん。

それでは性'壱の供給はどこまで逓減してｲj･

くのかという疑|川が生じます。たしかにﾉﾄ現
任この傾li'lが反I|瞳して供給塒加に'l射ずる蝿由

づけは少なく，在庫状況から減少女(味に推移

すると考えるのが妥当かも知れません。
全国の既存住宅は凡そ3，300万戸と推定さ

れておりますが新しく住祷える期間を30年と

すれば110万戸が必要となって来ます。この
サイクル期|間｣の考え方（例えばこの"l間を40

イドとすれば80〃戸余ということになります）
次第で必要とされる供給戸数が変わってきま

毎隆
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